施設と家族の関わり
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福岡ひまわりの里では、隔月の保護者会、帰省時、行事への参加が利用者のご家族と関わる機会となっています。また今年度は、多くに利用者が計画相談のため特定相談事業所との担当者会議を通じて多くの保護者や後見人の皆様と面談する機会がありました。その中で特に変化を感じたことは、利用者の保護者として関わるご家族が親からきょうだい、おじやおばにバトンタッチしていることです。特に施設生活が長い利用者は、入所前にどのようなご家族との関わりがあったのか見えにくい部分もありました。しかし、面談等できょうだいや親戚とのきずなのようなものがあり、施設での支援につながる例もありました。本人よ家族のつながりは施設での支援につながる例もありました。本人と家族のつながりは施設での支援の重要な手がかりになります。これからも、利用者本人とご家族との関わりや思いを大時にしたいと思います。
